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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
本研究は Benichoux等により報告された牌肝接合術 (SHP)の肝硬変症とそれに伴はう門脈圧克進
症に対する作用機序を解明する目的で行なわれた｡




非施行群 (対照群)より有意に低下 し,肝機能も改善された｡叉,インディア ･インクを用いた経牌静
脈造影では,接合葉の広範な染色が認められたが,経牌動脈造影では,接合部と肝静脈流出部を結ぶ狭
少な着色を示したに過ぎなかった｡これは牌静脈 ･門脈聞及び牌静脈 ･肝静脈間の吻合が接合面に於い
て生じ易いことを示唆し,門脈圧の低減に著るしく貢献しているものと考えられる｡
以上の研究は,門脈圧冗進症に対する牌肝接合術の妥当性を,接合術後の病態解明により立証したも
ので,門脈圧冗進症に対する外科的治療法の画立に資するところが多い｡
よって,本論文は医学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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